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インターネットからもご回答いただけます。 
 

 

未来を担う子どものための区民基礎調査 

（就学前児童保護者調査） 
 

***ご記入にあたってのお願い*** 

① 調査票の中の「あて名のお子さん」とは、封筒に記載されているあて名のお子さんを示してい

ます。 

② 本調査票は、「あて名のお子さん」を含むお子さんの日常の世話を主になさっている方が回答

してください。 

 回答できない場合は、ご家族等が代わりに回答してください。 

③ 調査票にご回答いただきましたら、同封の返信用封筒に入れて、12月 6 日（水）までに 

 ポストに入れてください。切手は不要です。 

 
 
 
 

下記のURL、２次元コードからパソコン、スマートフォン、タブレットでご回答いただけます。 

https://・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.com/・・・/form/・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

はじめに、下に印刷されている IDとパスワードを入力してください。 

IDとパスワードは個人を特定するものではありません。 

ＩＤ ：  

パスワード ：  
 
 
 

お問い合わせ先 
江戸川区子ども家庭部 子育て支援課 計画係 

電話：03-5662-0659（直通 8：30～17：00  土日・祝日を除く） 

 

 

あて名のお子さんとご家族の状況について 

 
問１ この調査に回答いただく方は、あて名のお子さんからみた続柄でどなたですか。（１つに○） 

１．父親 ２．母親 ３．その他（             ） 

 

問２ あて名のお子さんの父親と母親の現在（令和5年11月1日時点）の年齢を教えてください。 

（枠内に記入） 

      

①父親の年齢 （     ）歳 

②母親の年齢 （     ）歳 
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問３ 第１子が生まれた時の母親の年齢を教えてください。（第1子があて名のお子さんであるかどうかに

かかわらず、最初の子どもが生まれたときの年齢をお書きください）（枠内に記入） 

（     ）歳 

 

問４ あて名のお子さんを含め、お子さんは全部で何人ですか。（枠内に記入）また、お子さん全員の誕

生月を、長子から順に記入し、あて名のお子さんの番号に〇をしてください。 
 

【記入例】 ３人きょうだいで、あて名のお子さんは第２子の場合 

 

 

 

 
 
 
 

 

子どもの人数 （     ）人 

あて名のお子さんに〇 すべてのお子さんの誕生月 

１．第１子 西暦（     ）年（    ）月生まれ 

２．第２子 西暦（     ）年（    ）月生まれ 

３．第３子 西暦（     ）年（    ）月生まれ 

４．第４子 西暦（     ）年（    ）月生まれ 

５．第５子 西暦（     ）年（    ）月生まれ 

 

問５ 子どもは何人いることが理想ですか（現在の子どもも含めて）。（枠内に記入） 

理想の子どもの数 （     ）人  

 

問６ 今後の出産の希望はありますか。（１つに〇） 

１．ある ２．ない 

 

問 6で今後の出産の希望が「１ ある」に〇をした方にうかがいます 

問７ 今後、現実的には何人の子どもを持つと思いますか（現在の子どもも含めて）。（枠内に記入） 

※現実的に持つと思う子どもの数が理想の子どもの数を上回らないようにしてください。 

現実的に持つと思う子どもの数 （     ）人 

 

  

３ページ 問９へ 
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問 7の現実に持つと思う子どもの数が問 5の理想の子どもの数を下回っている方にうかがいます 

問８ 理想の子どもの数を持てないと考える理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

問 6で今後の出産の希望が「２ ない」に〇をした方にうかがいます 

問９ 今後の出産を希望しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．配偶者・パートナーとともに、現在の子どもの人数で満足しているから 

2．今いる子どもや家族の生活に時間的・経済的な余裕を持ちたいから 

３．経済的にこれ以上の子どもを持つことが困難だから 

4．配偶者・パートナーの家事・子育てへの協力が期待できないから 

5．保育所など子どもの預け先が確保できないから 

6．自分や配偶者・パートナーの仕事に差し支えるから 

7．年齢的に今後の出産や子育ては難しいから（高齢出産、子が成年する時の年齢等） 

8．健康上の理由で今後の出産は難しいから 

９．住居環境的に難しいから 

10．末子との年齢差があいてしまうから 

11．その他（                                                     ） 

 

問10  現在、あて名のお子さんと一緒に暮らしているご家族は、あて名のお子さんからみた続柄でどな

たですか。（あてはまるものすべてに○） 

※単身赴任や入院等により一時的に別居している方も、同居家族としてお答えください。 

 

１．父親 

２．母親 

３．兄弟姉妹 

４．祖父 

５．祖母 

６．その他（                ） 

 

問11 あて名のお子さんの子育てを主に行っているのは、あて名のお子さんからみた続柄でどなたです

か。（１つに○） 

１．父母ともに 

２．主に父親 

３．主に母親 

４．主に祖父母 

５．その他（                ） 

 

  

１．経済的にこれ以上の子どもを持つことが困難だから 

２．配偶者・パートナーの家事・子育てへの協力が期待できないから 

３．保育所など子どもの預け先が確保できないから 

４．今いる子どもや家族の生活に時間的・経済的な余裕を持ちたいから 

５．自分や配偶者・パートナーの仕事に差し支えるから 

６．年齢的に今後の出産や子育ては難しいから（高齢出産、子が成年する時の年齢等） 

７．健康上の理由で今後の出産は難しいから 

8．欲しいけれどもできないから 

9．住居環境的に難しいから 

10．その他（                                                  ） 
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問12  日ごろ、お子さんをみてもらえる親族、友人・知人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．みてもらえる親族や友人・知人はいない 

 

 

あなたと配偶者・パートナーの家事や子育てについて 

問13  あなたと配偶者・パートナーは1日のうちどのくらい家事や子育てをしていますか。平日・休日そ

れぞれにお答えください。（数字を記入） 

※現在配偶者・パートナーのいない方はあなたの欄のみお答えください。 

あなた 配偶者・パートナー 

平日 休日 平日 休日 

（   ）時間くらい （   ）時間くらい （   ）時間くらい （   ）時間くらい 

 

問14  あなたと配偶者・パートナーの家事や子育ての分担について、全体を100％とした場合、あなた

が行っている家事や子育てはおよそ何パーセントくらいにあたると感じていますか。（数字を記入） 

※現在、配偶者・パートナーのいない方は答えなくて結構です 

自分が （     ）％くらい行っている 

 

問15  あなたと配偶者・パートナーは家事や子育てにどの程度関わっていますか。 

（それぞれで１つに〇） 

１ あなた 
いつも 

する 

よく 

する 

ときどき 

する 

めったに 

しない 

まったく 

しない 

①子どものお世話（平日） 1 2 3 4 5 

②子どものお世話（休日） 1 2 3 4 5 

③子どもの遊び相手をする（平日） 1 2 3 4 5 

④子どもの遊び相手をする（休日） 1 2 3 4 5 

⑤調理・掃除・洗濯などの家事をする（平日） 1 2 3 4 5 

⑥調理・掃除・洗濯などの家事をする（休日） 1 2 3 4 5 

⑦保育所・幼稚園、習い事等の対応 1 2 3 4 5 

 

2 配偶者・パートナー 
いつも 

する 

よく 

する 

ときどき 

する 

めったに 

しない 

まったく 

しない 

①子どものお世話（平日） 1 2 3 4 5 

②子どものお世話（休日） 1 2 3 4 5 

③子どもの遊び相手をする（平日） 1 2 3 4 5 

④子どもの遊び相手をする（休日） 1 2 3 4 5 

⑤調理・掃除・洗濯などの家事をする（平日） 1 2 3 4 5 

⑥調理・掃除・洗濯などの家事をする（休日） 1 2 3 4 5 

⑦保育所・幼稚園、習い事等の対応 1 2 3 4 5 
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あて名のお子さんの保護者の就労状況について 

問16 あて名のお子さんの父親について、現在の就労状況をお答えください。（１つに○） 

※父親がいない場合は問 17 へ進んでください。 

※フルタイム：雇用形態にかかわらず１週５日・１日８時間程度の就労。 

※パート・アルバイト等：フルタイム以外。 

1．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

2．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

3．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

5．以前は就労していたが、現在は就労していない 

6．これまで就労したことがない 

 

問16-1 問16で「1」～「4」に○をした方にうかがいます 

     ①1週あたりの「就労日数」・１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」と、 

     ②「通勤にかかる時間（片道）」をお答えください。（数字を記入） 
※日数や時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

※通勤にかかる時間は分単位で、かからない場合は「0」を記入してください。 

①就労日数・時間 ：１週あたり（     ）日 ・ １日あたり（     ）時間 

②通勤にかかる時間：片道（    ）分 

 

問16-2 問16で「3」または「4」（パート・アルバイト等で就労）に○をした方にうかがいます 

  フルタイム（１週５日・１日８時間程度の就労）への転換希望はありますか。（１つに○） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（フルタイム以外）の就労を続けたい 

４．パート・アルバイト等（フルタイム以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問16-3 問16で「5」または「6」（就労していない）に○をした方にうかがいます 

     就労したいという希望はありますか。（１つに○、（   ）内は数字を記入） 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年以上先に、一番下の子どもが（     ）歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に、必ず就労したい 

⇒希望する就労形態  ①フルタイム（１週５日・１日８時間程度の就労） 

②パート・アルバイト等（フルタイム以外） 

⇒１週あたり（    ）日・１日あたり（    ）時間 

 

  

問 16-１へ 

問 16-１・2へ 

問 16-3へ 
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問17 あて名のお子さんの母親について、現在の就労状況をお答えください。（１つに○） 

※母親がいない場合は問 18 へ進んでください。 

※フルタイム：雇用形態にかかわらず１週５日・１日８時間程度の就労。 

※パート・アルバイト等：フルタイム以外。 

1．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

2．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

3．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

5．以前は就労していたが、現在は就労していない 

6．これまで就労したことがない 

 

問17-1 問17で「1」～「4」に○をした方にうかがいます 

     ①週あたりの「就労日数」・１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」と、 

     ②通勤にかかる時間（片道）を、お答えください。（数字を記入） 
※日数や時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

※通勤にかかる時間は分単位で、かからない場合は「0」を記入してください。 

①就労日数・時間 ：１週あたり（     ）日 ・ １日あたり（     ）時間 

②通勤にかかる時間：片道（    ）分 

 

問17-2 問17で「3」または「4」（パート・アルバイト等で就労）に○をした方にうかがいます 

フルタイム（１週５日・１日８時間程度の就労）への転換希望はありますか。（１つに○） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（フルタイム以外）の就労を続けたい 

４．パート・アルバイト等（フルタイム以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問17-3 問17で「5」または「6」（就労していない）に○をした方にうかがいます 

  就労したいという希望はありますか。（１つに○、（   ）内は数字を記入） 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年以上先に、一番下の子どもが（     ）歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に、必ず就労したい 

⇒希望する就労形態  ①フルタイム（１週５日・１日８時間程度の就労） 

②パート・アルバイト等（フルタイム以外） 

⇒１週あたり（    ）日・１日あたり（    ）時間 

 

  

問 17-1へ 

問 17-1・2へ 

問 17-3へ 
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問18 お子さんと生計を共にしている世帯全員の方の、おおよその年間収入（税込）はいくらですか。 

（１つに○） 

※収入には、勤労収入（パート、アルバイトを含む）、事業収入（自営業等）、農業収入、不動産収入、

利子・配当金、個人年金、仕送りや元配偶者からの養育費を含みます。 

※複数の収入源がある場合（父親が勤労収入、母親が事業収入など）は、おおよその合計額を教えてく

ださい。 

１．～300万円未満 

２．300～400万円未満 

３．400～500万円未満 

４．500～600万円未満 

５．600～700万円未満 

６．700～800万円未満 

７．800～900万円未満 

８．900～1000万円未満 

９．1000万円～1200万円未満 

10．1200万円以上 

１１．わからない・答えたくない 

 

 

 

あて名のお子さんの平日の 「定期的な教育・保育サービス」の利用状況等について 

※「定期的な教育・保育サービス」とは、月単位で定期的に利用しているサービスを指します。具体的

には、幼稚園や保育園など、問 19-1 に示すサービスが含まれます。 

問19 あて名のお子さんは現在、平日に幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育サービス」を利用

していますか。（１つに○） 

1．利用している 2．利用していない 

 
問19-1 問19で「1 利用している」に○をした方にうかがいます 

  平日にどのような教育・保育サービスを利用していますか。年間を通じて「定期的に」利用

しているサービスをお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かるサービスのうち定期的な利用のみ） 

３．認可保育園（国が定める最低基準に適合し、都又は区の認可を受けた定員20人以上の施設） 

４．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せもつ施設） 

５．小規模保育所（区の認可を受けた定員 6～19人の施設） 

６．保育ママ（生後 57日目～1歳未満の子どもを家庭的な環境の中で預かる制度） 

７．事業所内保育所（企業が主に従業員用に運営する施設） 

８．認証保育所（東京都が認証した保育所） 

９．その他の認可外の保育所 

10．ベビーシッター 

11．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かるサービス） 

12．その他（                                                  ） 

 

問19-2 平日に定期的に利用している教育・保育サービスについて、①どのくらい利用していますか。

また、②希望としてはどのくらい利用したいですか。それぞれ１週間あたり何日、１日あたり何時

～何時までをお答えください。（数字を記入、時間は8時～18時のように24時間制で） 

①現在  １週あたり（  ）日・１日あたり（  ）時～（  ）時まで 

②希望 

現在と同じ→ □現在と同じでよい （上記の①と同じでよい場合は□に✓） 

変更したい→ １週あたり（  ）日・１日あたり（  ）時～（  ）時まで 

  

問 20 へ 問 19-1へ  
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問20 問19で「2 利用していない」に○をした方にうかがいます 

  平日に定期的な教育・保育サービスを利用していない理由は何ですか。主な理由としてあてはま

るものすべてに○をしてください。 

1. 利用する必要がない（子どもの教育や養育のため、父親か母親が就労していない等の理由で） 

2. まだ子どもが小さいため（   歳くらいになったら利用しようと考えている） 

3. 子どもの祖父母や親族がみている 

4. 近所の人や父母の友人・知人がみている 

5. 利用したいが、教育・保育サービスに空きがない 

6. 利用したいが、希望する時間帯の条件が合わない 

7. 利用したいが、経済的な理由で教育・保育サービスを利用できない 

8. 利用したいが、質や場所など、納得できる教育・保育サービスがない 

9. その他（                                                      ） 

あて名のお子さんの 「定期的」 な教育・保育サービスの利用希望について 

問21 利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・保育サービスとし

て、現在、「定期的に」利用したいと考えるサービスをお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かるサービスのうち定期的な利用のみ） 

３．認可保育園（国が定める最低基準に適合し、都又は区の認可を受けた定員20人以上の施設） 

４．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せもつ施設） 

５．小規模保育所（区の認可を受けた定員 6～19人の施設） 

６．保育ママ（生後 57日目～1歳未満の子どもを家庭的な環境の中で預かる制度） 

７．事業所内保育所（企業が主に従業員用に運営する施設） 

８．認証保育所（東京都が認証した保育所） 

９．その他の認可外の保育所 

10．ベビーシッター 

11．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かるサービス） 

12．その他（                                                  ） 

13．平日に定期的に利用したいサービスはない・現在は必要ない 

 

問22 教育・保育サービス（施設）を選ぶ際に、重視することは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 教育・保育の方針に共感できる 

 保育以外にさまざまな教育プログラムがある 

 園庭がある 

 園長・保育士・教員等の対応や施設の印象 

 夏休み等も預かってくれる 

 預かり保育や延長保育への対応 

 保育料が安い 

 自宅との距離・移動時間 

 園バスが運行されている 

 通勤経路に園がある 

 給食を提供している 

 アレルギーなど個別の支援対応 

 地域での評判がよい 

 行事が充実している 

 兄姉と同じ園である 

 登園後の体調不良にも対応してくれる 

 その他（                    ） 
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問 16 又は問 17 で「5」または「6」（就労していない）に○をした方で、2 歳以下のお子さんがいる方

にうかがいます 

問23 現在、保護者が就労していなくても時間単位などで定期的に子どもを預けられる新たな通園制度

（「こども誰でも通園制度（仮称）」）を、国が検討しています。もし、その制度を利用できるよう

になった場合、どのくらいサービスを利用したいと思いますか。（枠内に記入） 

 

１週あたり（     ）日・１日あたり（     ）時間 

 

 

あて名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」 な教育・保育サービスの利用希望について 

問24 あて名のお子さんについて、①土曜日、②日曜日・祝日に、定期的な教育・保育サービスの利用

希望はありますか（一時的な利用は除きます）。それぞれ１つに○をし、希望がある場合は、利用

したい時間帯を記入してください。 

※時間は、（例）9 時～18 時のように、24 時間制で記入してください。 

※利用にあたっては、一定の負担があります。 

 ①土曜日 

1. 利用する必要はない 

2. ほぼ毎週利用したい 

3. 月に１～２回利用したい 

 

 ②日曜日・祝日 

1. 利用する必要はない 

2. ほぼ毎週利用したい 

3. 月に１～２回利用したい 

 

問24-1 ①もしくは②で、「2」または「3」（利用したい）に○をした方にうかがいます 

  利用したい理由は何ですか。（１つに○） 

1. 両親ともに土曜日・日曜日・祝日に仕事があり、子どもを見る人がいないため 

2. 平日にできない用事をまとめて済ませるため 

3. 親族の介護や手伝いがあるため 

4. リフレッシュのため 

5. その他（                                                 ） 

  

利用したい時間帯：（   ）時～（   ）時まで 

利用したい時間帯：（   ）時～（   ）時まで 
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あて名のお子さんの病気の際の対応について 

問25 平日の定期的な教育・保育サービスを利用している（7ページの問19で「1 利用している」に○

をした方）にうかがいます 

  過去１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで通常の教育・保育サービスを利用できなかった

ことはありますか。（１つに○） 

１．あった ２．なかった 

 
 
問25-1 問25で「1 あった」に○をした方にうかがいます。 

   その際、過去１年間に行った対処方法として、あてはまるものすべてに○をし、それぞれの

日数（おおよそ）を記入してください。 

（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください） 

1. 父親が仕事を休んだ ⇒ 年間（    ）日 

2. 母親が仕事を休んだ ⇒ 年間（    ）日 

3. （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった ⇒ 年間（    ）日 

4. 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた ⇒ 年間（    ）日 

5. 病児病後児保育施設を利用した ⇒ 年間（    ）日 

6. ベビーシッターを利用した ⇒ 年間（    ）日 

7. 子連れで仕事をした（在宅勤務等を含む） ⇒ 年間（    ）日 

8. 子どもだけで留守番をさせた ⇒ 年間（    ）日 

9. その他（                                ）  ⇒ 年間（    ）日 

 
 
問25-2 お子さんが、病気やけがで通常の教育・保育サービスを利用できなかった時、「できれば病児

病後児保育施設を利用したい」と思いましたか。問29―１で「５」以外に〇をした方は以下

のいずれかに○をし、希望がある場合は利用したい日数を記入してください。 

1. できれば病児病後児保育施設を利用したかった ⇒ 年間（     ）日 

2. 利用したいと思わなかった 

 

問25-3 問25-2で回答した理由（利用したかったが利用できなかったときの理由、利用したいと思

わなかった理由）について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

1. 子どもを優先してあげたいから 

2. 親が仕事を休んで対応できるから 

3. 病児保育施設のサービスの質や、他人にみてもらうことに不安がある 

4. 他の手段（親族、在宅勤務等）で対応できるから 

5. サービスの利便性（利用可能時間、日数、手続きなど）がよくない 

6. 利用料がかかる、利用料が高い 

7. 利用方法がわからない、登録が面倒 

8. 希望している日時に空きがない 

9. 利用できる施設が自宅の近隣にない 

10. その他（                                               ） 

  

問 26 へ 問 25-1～ へ 
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あて名のお子さんの 「不定期」の教育・保育サービスや宿泊を伴う一時的な保育等の利用について 

問26 あて名のお子さんについて、不定期に利用しているサービスはありますか。ある場合は、あては

まるものすべてに○をし、それぞれの過去1年間の利用日数（おおよそ）も記入してください。 

※利用にあたっては、一定の負担があります。下の【不定期な教育・保育サービスの負担額】

表をご参照ください。 

1. 一時保育 ⇒ 年間（    ）日 

（私用など理由を問わず保育園等で一時的に子どもを保育するサービス） 

2. 幼稚園の預かり保育 ⇒ 年間（    ）日 

（通常の就園時間を延長して預かるサービスのうち、不定期に利用する場合のみ） 

3. ファミリー・サポート・センター ⇒ 年間（    ）日 

（地域住民が子どもを預かるサービス） 

4. 夜間保育（夜 10時までの預かり保育） ⇒ 年間（    ）日 

5. ベビーシッター ⇒ 年間（    ）日 

6. その他（                                    ） ⇒ 年間（    ）日 

7. 利用していない 

 

問26-1 問26で「7 利用していない」に○をした方にうかがいます 

  現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 特に利用する必要がない 

2. 利用したいサービスが地域にない・サービスの空きがない 

3. サービスの質に不安がある 

4. サービスの利便性（立地や利用可能時間・日数、手続きなど）がよくない 

5. 利用料がかかる（高い） 

6. 利用料がわからない 

7. 自分がサービス対象者になるのかどうかわからない 

8. 利用方法がわからない 

9. その他（                                                 ） 

 

不定期な教育・保育サービスの負担額 

認可私立保育園（一時保育） 半日 2,000 円、１日 4,000 円程度 

認証保育所（一時預かり） 1時間 1,500円程度 

幼稚園の預かり保育 1回 500～1,000 円程度 

ファミリー・サポート・センター 1時間 800円（基本時間外 900円） 

ベビーシッター 
1時間 3,000円程度。 

※東京都が認定した事業者については、区の補助あり。 
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問27 あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、今後1年間で何日くらい

サービスを利用する必要があると思いますか。１つに○をし、利用する必要がある場合は、あて

はまるものすべてに必要な日数とその合計を記入してください。 

※利用にあたっては、一定の負担があります。11 ページの【不定期な教育・保育サービスの負

担額】表をご参照ください。 

 
 

問28 過去１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さん

を泊まりがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（１つに○） 

 

問28-1 問28で「1 あった」に○をした方にうかがいます 

     過去１年間の対処方法としてあてはまるものすべてに○をし、 

     それぞれの日数（おおよそ）も記入してください。 

1. 親族・知人（同居人を含む）にみてもらった ⇒ 年間（    ）日 

2. 子どもショートステイを利用した  ⇒ 年間（     ）日 

3. その他の宿泊付き保育サービス 

（認可外保育所、ベビーシッター等）を利用した ⇒ 年間（    ）日 

4. 子どもを同行させた ⇒ 年間（    ）日 

5. 子どもだけで留守番させた ⇒ 年間（    ）日 

6. その他（                                ） ⇒ 年間（    ）日 

 

問28-2 問28-1で「1 親族・知人（同居人を含む）にみてもらった」に○をした方にうかがいます 

     親族・知人にお願いすることは、どのくらいの困難度でしたか。（１つに○） 

1. 非常に困難 2. どちらかというと困難 3. 特に困難ではない 

 

  

1．利用する必要がある  

 ①私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、 

リフレッシュのため 
年間（    ）日 

 ②冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や 

 親の通院等 
年間（    ）日 

 ③不定期の就労（不定期のアルバイトや突発的な残業など） 年間（    ）日 

 ④その他（                               ） 年間（    ）日 

 合 計 年間（    ）日 

2．利用する必要はない  

１．あった（預け先がみつからなかった場合も含む） ２．なかった  

 

 問 29へ 
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子育てに関する事業の利用について 

問29 下記の事業や場所を利用していますか。また、今後、利用したいと思いますか。 

（①～⑫それそれで１つに〇） 

サービス・事業名 

利用している

/したことが 

ある 

この事業を

知らない 

今後は利用

したい 

利用の必要

はない 

①産後ケア事業 1 2 3 4 

②ベビーシッター利用支援 1 2 3 4 

③えどがわママパパ応援隊 1 2 3 4 

④子どもと家庭のおとなりさん事業 1 2 3 4 

⑤子育てひろば  1 2 3 4 

⑥子どもショートステイ 1 2 3 4 

⑦子どもトワイライトステイ 1 2 3 4 

⑧食事支援ボランティア派遣事業 

（おうち食堂） 
1 2 3 4 

⑨子ども配食サービス支援事業

「KODOMOごはん便」 
1 2 3 4 

⑩コミュニティ会館の遊べるスペース 1 2 3 4 

⑪体育館・スポーツセンターの体操教室 1 2 3 4 

⑫その他（                 ） 1 2 3 4 

 

「⑤子育てひろば」を利用している方にうかがいます。 

問29-1  子育てひろばの利用頻度はどのくらいですか。おおよその利用回数（頻度）を記入してくだ

さい。 

直近１週間あたり（   ）回 もしくは 直近 1か月あたり（   ）回程度 
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小学校入学後の放課後の過ごし方の希望について 

 
あて名のお子さんが５歳以上の方にうかがいます 
 
問30 あて名のお子さんについて、小学校低学年（1～3年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまるものすべてに○をし、それぞ

れ希望する週あたり日数を記入してください。 

  また、「5 すくすくスクール学童クラブ登録」「6 民間の学童クラブ登録」に○をした方は、利用

を希望する時間も記入してください。（時間は「18時」のように24時間制で記入） 

 

※１：「すくすくスクール」：地域の方々の協力を得て、放課後や土曜日に小学校で自由な活動ができま

す。保護者の就労の有無にかかわらず、すべての小学生が 17 時まで参加でき、育成料は無料です。 

※２：「すくすくスクール学童クラブ登録」：保護者が就労等により放課後留守になる家庭の児童で、出

欠確認等が必要な場合、登録していただきます。放課後や土曜日に参加でき、平日は就労時間によっ

て19時まで延長できます。登録にあたっては月額4,000円（延長登録は月額1,000円）の育成料

がかかります。 

1. 自宅 ⇒ 週（   ）日 

2. 祖父母宅や友人・知人宅 ⇒ 週（   ）日 

3. 習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など） ⇒ 週（   ）日 

4. すくすくスクール ※1 ⇒ 週（   ）日 

5. すくすくスクール学童クラブ登録 ※2 ⇒ 週（   ）日 

→ 下校時から（   ）時まで 

6. 民間の学童クラブ ⇒ 週（   ）日 

→ 下校時から（   ）時まで 

7. その他（図書館、公園など） ⇒ 週（   ）日 

 

 

  

５歳未満（０～４歳）の方は、 15ページ 問 31へ 
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育児休業や短時間勤務制度など、職場の両立支援制度について 

 

すべての方にうかがいます 

 

問31 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。父

親、母親それぞれについてお答えください。取得していない方はその理由について、最も大きな

理由（１つ）、そのほかの理由（いくつでも）を下の表から選んで番号を記入してください。 

※父親がいない場合は②のみ、母親がいない場合は①のみお答えください。 

 

①父親（１つに○） ②母親（１つに○） 

1. 働いていなかった 

2. 取得した（取得中である） 

3. 取得していない 

  ↓  
 

1. 働いていなかった 

2. 取得した（取得中である） 

3. 取得していない 

  ↓ 

 

 

  

1. 職場に育児休業をとりにくい雰囲気があった 

2. 仕事が忙しかった 

3. （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

4. 仕事に戻るのが難しそうだった 

5. 昇給・昇格などが遅れそうだった 

6. 収入減となり、経済的に苦しくなる 

7. 保育園などに預けることができた 

8. 配偶者が育児休業制度を利用した 

9. 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10. 子育てや家事に専念するため退職した 

11. 職場に育児休業制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12. 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13. 育児休業を取得できることを知らなかった 

14. 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15. その他（                                      ） 

取得していない理由（上記以外の理由） 
※下の番号からいくつでも記入してください。 

取得していない、もっとも大きな理由 
※下の番号から１つを選んで 

 □の中に記入してください。 

取得していない理由（上記以外の理由） 
※下の番号からいくつでも記入してください。 

取得していない、もっとも大きな理由 
※下の番号から１つを選んで 

 □の中に記入してください。 

16ページ 問 32へ 16ページ 問 32へ 
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問 31で父母のいずれかもしくは双方が「2 取得した（取得中である）」に○をした方にうかがいます。 

 

 

問32 育児休業を取得した（取得中である）理由について教えてください。父親、母親それぞれについ

てお答えください。 

①父親（あてはまるものすべてに○） ②母親（あてはまるものすべてに○） 

1. 職場で周囲の理解があった 

2. 育児休業をとるように職場からいわれた 

3. 保育園などに預けることができなかった 

4. 保育園などに預けたくなかった 

5. 配偶者の身体的負担をやわらげたかった 

6. 配偶者の精神的負担をやわらげたかった 

7. 子どもと過ごす時間を少しでも多くしたかった 

8. 当然の権利として取得した 

9. 収入よりも子育ての方が大事だと思った 

1. 職場で周囲の理解があった 

2. 育児休業をとるように職場からいわれた 

3. 保育園などに預けることができなかった 

4. 保育園などに預けたくなかった 

5. 配偶者の身体的負担をやわらげたかった 

6. 配偶者の精神的負担をやわらげたかった 

7. 子どもと過ごす時間を少しでも多くしたかった 

8. 当然の権利として取得した 

9. 収入よりも子育ての方が大事だと思った 

 

問33 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。父親、母親それぞれについてお答えください。 

①父親（１つに○） ②母親（１つに○） 

1. 育児休業取得後、職場に復帰した 

2. 現在も育児休業中である 

3. 育児休業中・育児休業終了時に離職した 

1. 育児休業取得後、職場に復帰した 

2. 現在も育児休業中である 

3. 育児休業中・育児休業終了時に離職した 

 

 

問 33で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」に〇をした方にうかがいます 

問33-1 育児休業から職場に復帰したタイミングと状況は、次のどれにあてはまりますか。父親、母

親それぞれについてお答えください。 
 

①父親（１つに○） ②母親（１つに○） 

1.年度初めの認可保育園入園に合わせて復帰した 

2.それ以外だった 

1.年度初めの認可保育園入園に合わせて復帰した 

2.それ以外だった 

 

  

 

父母のいずれも育児休業を取得しなかった場合は、20ページ 問 34へ 

19ページ 問 33-6へ 19ページ 問 33-6へ 

20ページ 問 34へ 20ページ 問 34へ 
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父母のうちどちらかでも職場に復帰した方にうかがいます 

問33-2 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月の時に職場復帰しましたか。（数字を記入） 

※育休を終了した方についてのみお答えください。 

A 子どもが何歳何か月の時に職場復帰したか 

①父親 ②母親 

（    ）歳（    ）か月の時 （    ）歳（    ）か月の時 

 

問33-3 お勤め先の育児休業の制度の期間内で、育児休業を何歳何か月の時までとりたかったですか。

（数字を記入） 

B 子どもが何歳何か月の時まで育児休業をとりたかったか 

①父親 ②母親 

（    ）歳（    ）か月まで （    ）歳（    ）か月まで 

 

問 33-2「A 実際の復帰時期」と問 33-3「B 希望の復帰時期」が異なる方にうかがいます 

 

問33-4 希望と実際に復帰した時期が異なる理由は何ですか。父親、母親それぞれについてお答えく

ださい。 

①父親（あてはまるものすべてに○） ②母親（あてはまるものすべてに○） 

１．希望する保育園に入るため 

２．希望する保育園に入れなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．自分や子どもの体調がよくなかったため 

５．経済的な理由で早く復帰をするため 

６．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

７．職場にあまり長く休めない雰囲気があるため 

８．仕事が忙しいため 

９．その他（                     ） 

１．希望する保育園に入るため 

２．希望する保育園に入れなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．自分や子どもの体調がよくなかったため 

５．経済的な理由で早く復帰をするため 

６．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

７．職場にあまり長く休めない雰囲気があるため 

８．仕事が忙しいため 

９．その他（                    ） 
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問 33で「1 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をした方にうかがいます 

 

問33-5 育児休業から職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。父親、母親それぞれにつ

いてお答えください。利用しなかった方はその理由を下の表から選んで番号を記入してくだ

さい。 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①父親（１つに○） ②母親（１つに○） 

1．利用した 

2．利用しなかった 

  ↓  

 

1．利用した 

2．利用しなかった 

  ↓  

 

1. 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

2. 仕事が忙しかった 

3. 短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる 

4. 短時間勤務にすると保育園の入園申請の優先順位が下がる 

5. 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

6. 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

7. 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

8. 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

9. その他（                                 ） 

利用しなかった理由 
※下の番号を選んで記入してください。 

（いくつでも） 

利用しなかった理由 
※下の番号を選んで記入してください。 

（いくつでも） 
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問 33で「２現在も育児休業である」に○をした方にうかがいます 

問33-6 お勤め先の育児休業の制度の期間内で、育児休業を何歳何か月の時までとりたいですか。 

（数字を記入） 

 

子どもが何歳何か月の時まで育児休業をとりたいか 

①父親 ②母親 

（    ）歳（    ）か月まで （    ）歳（    ）か月まで 

 

問33-7 今後、お子さんを保育園等に預けるとしたら、どの時点から預けたいと思っていますか。 

（１つに○） 

  また、そう思っている率直な理由を（  ）内にお書きください。 

1．満 1歳後の４月を迎えるよりも前から 

（０歳児保育を希望する） 

2．満 1歳後の４月入園から 

3．満２歳後の４月入園から 

4．３歳児になってから 

5．その他（                   ） 

理由⇒（                  ） 

  

理由⇒（                  ） 

理由⇒（                  ） 

理由⇒（                  ） 

理由⇒（                  ） 
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すべての方にうかがいます 

問34 仕事をしながら安心して子育てをするために、企業などに充実・強化してほしいことは何ですか。

働いていない方も、働いた場合を想定してお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．同僚や上司の理解 

２．妊娠中の通勤・就労などへの配慮（時差出勤など） 

３．産前産後休暇制度 

４．育児休業制度 

５．育児休業中の給与保障 

６．子どもの看護休暇制度 

７．子どもの行事や保護者会等のための休暇制度 

８．短時間勤務制度 

９．在宅勤務制度 

10．フレックスタイム制度 

11．始業・終業時刻の繰り上げ・繰り下げ制度 

12．残業の免除 

13．出産や子育てによる退職者の再雇用 

14．事業所内の保育施設の設置 

15．異動・転勤への配慮 

16．人材育成方針の明確化やキャリア形成の支援体制の整備 

17．父親が子育てに関わることへの理解 

18．その他（                                                    ） 

19．わからない 

20．特にない 
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ここからは、すべて方にうかがいます 
 

江戸川区での住まいなどについて 

問35  現在のお住まいの地域は、どこですか。記入例を参考に、町名を記入してください。 

町名（       ）（    ）丁目   ※記入例（ 中央 ）（ １ ）丁目 

 

問36 あなたは、江戸川区に、通算で何年お住まいですか。（１つに〇） 

．１年未満 

．１～４年 

．５～10年 

．11～15年 

．16～20年 

．21年以上 

 

18歳以降に江戸川区に転入された方にうかがいます 

問37 江戸川区に転入された理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

1．子どもを産み育てる場所としてよいと思ったから 

2．子育て支援施策が充実していそうだから 

3．公園が多く、子育てによさそうな環境だから 

4．希望する保育園、幼稚園があるから 

5．住居費（持ち家・賃貸）が低いから・広さが確保できるから 

6．商業施設・レジャー施設が充実しているから 

7．通勤に便利だから 

8．親族が近くにいるから 

9．その他(                                                       ) 

 

問38 現在のお住まいは、次のどれですか。（１つに○） 

１．持ち家の一戸建て（借地を含む） 

２．持ち家のマンション 

３．一戸建て借家 

４．賃貸のマンション・アパート 

５．公社・公団などの賃貸住宅 

６．都営住宅・区営住宅 

７．社宅・公務員住宅等の貸与住宅 

８．その他(                                                       ) 

 

問39  お住まいに係る月々の費用（家賃、月々のローン額（管理費等を含む））はおよそいくらですか。 

（数字を記入） 

    （               円） 
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子育てや子育て環境について 

問40 あなたは、子育てをどのように感じていますか。（１つに○） 

1. 楽しいと感じることの方が多い 

2. 楽しいと感じることとつらいと感じること

が同じくらい 

3. つらいと感じることの方が多い 

4. わからない 

 

問41 子育てをしていて良かったと感じることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもが喜ぶ顔を見たとき 

２．子どもと過ごすとき 

３．子どもの成長を感じるとき 

４．家族として一体感を感じるとき 

5．子育てを通じ、世界が広がったとき 

6．その他（                                                      ） 

7．良かったと感じることはない 

 

問42 子育てをしていて大変だと思うことは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子育てにお金がかかりすぎること 

２．子育てによる身体の疲れが大きいこと 

３．自分の自由な時間がもてないこと 

４．仕事と育児の両立が難しいこと 

５．子どもに関する悩み事が多いこと 

6．子育てに関する大変さを周りが理解してくれないこと 

７．子育てに関し、やらなくてはならないことが多すぎること 

８．その他（                                                      ） 

９．特に大変だと思わない 

 

問43 子育て費用のうち、何に負担を感じますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

１．べビー用品・子ども用品 

２．子どもの衣料費 

３．子どもの食費・おやつ代 

４．水道光熱費・医療費 

５．保育園・幼稚園の費用 

６．保育園・幼稚園以外の教育関係費 

７．お祝い・子どもの行事関係費 

８．将来のための預貯金 

9.その他（                                                    ） 

10．特に負担は感じない 
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問44 子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

1. あなたの配偶者（パートナー） 

2. あなたの親 

3. その他の家族・親族 

4. 友人・知人 

5. 近所の人 

6. 幼稚園や保育園等の職員 

7. 児童相談所（はあとポート）の職員 

8. 健康サポートセンターの職員 

9. 子育てひろばの職員 

10. 民生委員・児童委員 

11. 「なごみの家」の職員 

12. かかりつけの医師 

13. その他（                     ） 

14. 気軽に相談できる人はいない 

 

問45 子を持つ親にとって、身近な地域にどのような活動があるとよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 子育ての悩みを気軽に相談できるような活動 

 子育てをする親同士の仲間づくりを支援してくれる活動 

 子どもとの関わり方やしつけ方を教えてくれる活動 

 同年代の子ども同士が交流できる活動 

 異世代の子どもや高齢者など世代間の交流ができる活動 

 子どもに遊びを教えてくれる活動 

 買い物の間や不意の外出の時などに子どもを預かってくれる活動 

 ちょっとした休憩やトイレ・おむつ替え等の場を提供してくれる活動 

 子育て家庭の家事を支援する活動 

10.交通安全や犯罪防止のためのパトロールをする活動 

11.公園などの花壇や樹木の管理、清掃等の美化活動 

12.その他（                                                  ） 

13.特にない 
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問46 江戸川区の子育て支援に関する情報は、どこから（どのように）入手できるとよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

．区のホームページ・メールニュース 

．Line、インスタグラムなどの SNS 

．子育て応援アプリ ぴよナビ 

．広報えどがわ 

．区が発行する冊子 

．区役所や地区の事務所（区民館） 

．母子手帳配布や健診等の機会を通じて 

．町会・自治会の回覧板 

．児童相談所（はあとポート） 

 ．健康サポートセンター 

 ．子育てひろば 

 ．幼稚園や保育園 

 ．その他 

（                       ） 

 

問47 あなたは、今後も江戸川区で子育てをしていきたいと思いますか。（１つに○）また、その理由に

ついて、お聞かせください。（自由記載） 

1．ずっと江戸川区で子育てをしていきたい 

2．当分の間は江戸川区で子育てをしていきたい 

3．できれば区外に転居したい 

4．近いうちに区外に転居するつもり 

5．わからない 

そう思う理由： （                                            ） 

 

問48 次のような地域活動に参加していますか。今後、参加したいと思いますか。 

（①～⑤それぞれで１つに〇） 

※※「1 参加している」「3 今後参加したい」に〇をつけた方は、子どもと一緒に参加している、ある

いは子どもと一緒に参加したいと思われる場合、「子どもと一緒に」の欄に〇を記入してください。 

地域活動 
参加して 

いる 

参加して 

いない 

今後参加 

したい 

参加したく 

ない 

 子どもと 

一緒に 

①町会、子ども会などの自治組織の

活動 
1 2 3 4 

  

②お祭り、スポーツ大会などの行事や

イベント 
1 2 3 4 

  

③防災訓練・パトロールなどの防犯・

防災に関する活動 
1 2 3 4 

  

④環境美化活動などのボランティア

活動 
1 2 3 4 

  

⑤その他（              ） 1 2 3 4 
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問49 あなたが、子育てのために重視したい環境、子育てしやすくするために必要と考える環境は何で

すか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 子どもがのびのび遊べる公園・広場などが整備されている 

2. 子育てを支援するサービスや施設が整っている 

3. 子どもの健診や医療を受けやすい体制が整っている 

4. 学校等の地域の教育環境が整っている 

5. 子育てを支援してくれる親などが身近にいる 

6. 子育てに協力・支援してくれる、地域のつながりがある 

7. 教育・保育サービスや職場の支援など、子育てと仕事の両立を支援する環境が整っている 

8. 子育てしやすい住宅・住環境が整っている 

9. 治安がよいなど、子どもにとって安心・安全な環境が整っている 

10. 親子連れでも外出しやすい道路・交通機関等が整備されている 

11. 各種施設がベビーカーの利用などをしやすいバリアフリーになっている 

12. その他（                                                    ） 

 

 

問50 江戸川区での現在のあなたの子育て環境について、実際にどのように感じていますか。 

（①～⑪について、それぞれ１つに○） 

 

  

 

とても 

思う 

 

どちらかと

いうと 

思う 

どちらかと

いうと 

思わない 

あまり 

思わない 

 

①子どもがのびのび遊べる公園・広場などが整備されて

いる 
1 2 3 4 

②子育てを支援するサービスや施設が整っている 1 2 3 4 

③子どもの健診や医療を受けやすい体制が整っている 1 2 3 4 

④学校等の地域の教育環境が整っている 1 2 3 4 

⑤子育てを支援してくれる親などが身近にいる 1 2 3 4 

⑥子育てに協力・支援してくれる、地域のつながりがある 1 2 3 4 

⑦教育・保育サービスや職場の支援など、子育てと仕事の 

両立を支援する環境が整っている 
1 2 3 4 

⑧子育てしやすい住宅・住環境が整っている 1 2 3 4 

⑨治安がよいなど、子どもにとって安心・安全な環境が 

整っている 
1 2 3 4 

⑩親子連れでも外出しやすい道路・交通機関等が整備 

されている 
1 2 3 4 

⑪全体的にみて、江戸川区は子育てしやすい環境である 1 2 3 4 
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少子化対策や江戸川区における子どもの育ちへの支援ついて 

問51 少子化対策のために必要なことは何だと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．児童手当の増額など、現金給付の強化 

２．保育施設や保育サービスの充実など、現物給付の強化 

３．高等教育の無償化 

４．賃上げ等による所得の増加 

５．社会全体の働き方改革 

６．男性の育児、家事参加 

７．子ども・子育てにやさしい社会の醸成 

８．有効だと思う取り組みは特にない 

９．その他（                                                      ） 

 

問52  子ども・子育てにやさしい社会を作る上で、有効だと思う取り組みは何ですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．子ども・子育てに関する理解の促進（妊産婦やベビーカー等への周囲の理解） 

２．公共・民間施設での育児サービスの充実（おむつ替えスペース等） 

３．移動しやすい環境整備（公共交通機関での優先スペース等） 

４．行政による子育て支援の情報発信 

５．子ども・子育てを応援する地域や取り組みの紹介 

６．地域での子育て支援の推進（地域ボランティア等） 

７．特にない 

８．わからない 
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すべての子どもは、おとなと同じように一人の人間としての権利を持っています。また、成長をしていく

中で必要な子どもならではの権利があります。 

江戸川区では、子どもの権利を大切に守っていくために、令和３年７月に「子どもの権利条例」ができまし

た。「子どもの権利条例」では、下の図の４つの権利を特に大切にしています。 

 

 

問53 あなたは、子どもに権利があることについて知っていますか。（１つに〇） 

１．くわしく知っている 

２．権利があることは知っているが内容までは知らない 

３．知らない 

 

問54 あなたは、江戸川区に「子どもの権利条例」があることについて知っていますか。（１つに〇） 

１．くわしく知っている 

２．知っているが内容までは知らない 

３．知らない 
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問55 最後に、江戸川区の子育て環境や子育て支援策などに関してご意見がありましたら、自由にご記

入ください。 

 

ご協力ありがとうございました。 

調査票は、返信用封筒に入れ、切手は貼らずに 12月 6日（水）までにポストに入れてください。 


